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【はじめに】透析患者は合併症が多い為、多剤投与となりやすく、飲み忘れや飲み間違い

などのリスクが高い状況にある。今回、入院患者の服薬現状を調査し分析した結果を報告

する。 
 
【目的】血液透析患者の服薬管理の現状を調査し考察する。 
 
【方法】H26 年 5 月 1 日～H27 年 4 月 30 日に入院した血液透析患者 103 名を対象とし

た。入院時に内服薬を全て持参してもらい、一包化の有無・薬剤数・種類等、項目別に分

け分析した。 
 
【結果】57％の患者が服薬管理不十分であった。内服薬の数が多い程、管理不十分であ

り特に残薬が多かったのはリン吸着剤であった。逆に残薬が少なかったのは鎮痛剤、眠剤

であった。 
 
【まとめ】鎮痛剤、眠剤等、QOL に影響するものは管理出来ており逆にリン吸着剤など

身体に直接、影響の少ないものが管理出来ていなかった。 
現在、当院では入院時に服薬管理状況を把握し退院までに管理が出来るよう服薬管理の工

夫に取り組んでいる。今後も服薬コンプライアンスが向上できるような工夫、援助が必要

である。 


